
別紙様式 

意見交換会実施報告書 

平成２７年１０月１４日 

登米市議会議長 沼倉 利光  様 

                      第３班  代表者 及川 長太郎 

 

１．意見交換会の概要 

開催日時 平成２７年１０月１４日  午後 ７時００分 ～ ８時４０分 

開催場所 【中田町】宝江ふれあいセンター（多目的ホール） 

出席議員 

代表者：及川 長太郎 

司会者：關 孝 

報告者：熊谷 憲雄 

記録者：佐々木 幸一、日下 俊 

参加市民数        １６人 

実

施

内

容 

議会報告 

○議会活動報告について 

○財政状況について 

 ・一般会計当初予算 

・特別会計、公営企業会計当初予算 

・当初予算の主な事業 

○特別委員会及びその他の会議について 

○常任委員会からの報告（総務企画・教育民生・産業建設） 

意見交換 

参加者は１６人。 

市庁舎建設問題や市民病院等の運営について、幅広い質疑がされました。

ILC（リニアコライダー）の早期誘致や工業団地の設置場所についての意見

も出されました。 

市職員の削減問題について危惧する意見もあり、市政運営について真剣に

考えられていると感じました。 

 



２．市民の質問・意見等 

会
場
で
回
答
し
た
も
の 

質 問 

（庁舎建設） 

・市庁舎建設位置は、現在の市街地では地盤も弱く、先日の大雨の常総市の

ように水没してしまうのではないか。いつまで建設地を決めるのか。 

⇒５年後をめどに建設予定。議会では建設の是非も含め議論していく。 

（市民生活） 

・登米市内に 450 人いる外国人の、受け入れ態勢は。 

⇒50 万の予算で外国人の色々な相談業務に当たっている。 

（財政） 

・今後、地方交付税が減額されるようだが幾ら減額になるか。 

⇒５年間で 25 億円程度減額されるかもしれない。 

意 見 

（意見交換会） 

・意見交換会がコミュニティ単位から町域単位になったのは何故か。 

⇒ある程度人数がいて議論したほうが、活発な意見交換となるため。 

要 望 

（税、収納） 

・納税組合を辞めているところもあるが、今後体制づくりをすべきでは。 

⇒8,000 万円位の予算をつけているが、議会でも方向付けを考える。 

（その他） 

・ILC（リニアコライダー）計画を、もっと積極的に登米市でも誘致すべき

では。 

⇒一関・登米・栗原市議会で構成する議員交流会や、岩手・宮城県際市町

議会議長会で、一関市と連携して運動していく。 

提 言 

（企業誘致、雇用） 

・企業誘致に当たり、誘致が決まってから敷地を整備しては。 

⇒企業は敷地がないと誘致に前向きに考えないためではないか。 

（   ） 
 

 

会
場
で
回
答
し
て
い
な
い
も
の 

質 問 

（病院） 

・市民病院の産婦人科は、現在どのようになっているか。 

（市民生活） 

・町域バスが１台になるというが、需要に応えられないのでは。 

（その他） 

・市全体の区長会が行われなくなったのはなぜか。 

意 見 

（子育て支援） 

・０歳児の入所待機者が 40 数人いるがどのように対応していくのか。 

（少子高齢化対策、結婚対策） 

・人口減に対し市ではもっと積極的な政策をすべきでは。 

要 望 

（市民生活） 

・登米産業高校の周辺の標識が倒れているし、交通事故が多発しているので

標識を直してほしい。 

・公用車を使用してパトロールしているが、ランプを整備して欲しい。 

（河川管理、道路整備） 

・市道の草が伸び放題の所もあるが、対応は。 

（少子高齢化対策） 

・出産の際に市外に通院・出産しなければならないため、補助制度を設けて

ほしい。 

提 言 

（企業誘致、雇用） 

・工業団地を、なぜ山の中に造るのか。平坦地はいくらでもあるのに。 

（職員、組織機構） 



・職員の人事管理に、議会も目を向けたらいいのではないか（メンタル面、

不夜城）。 

（防災） 

・市の指定避難所は、休日学校等が閉まっていてＡＥＤなどの利用ができな

いので、仙台市のように区長がカギを持っているべきではないのか。 

（   ） 
 

 

その他 

特記事項 

 

 

 

 

 

  

 


